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寺田縄に設置された 基準点・水準点等    ＜平成２４年（２０１４）９月＞ 

 
 
■ 「寺田縄公園」の北側に、 こんなマンホールのふたがありました。 
 
「基準点」 と記されています。 上・下水とは異なります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

○ 基準点：測量するとき、高さや水平の位置を求めるには、

一定の精度をもつ基準となる基点が必要です。この点を基準

点といいます。ふたの中には、その点を示す（測量標）設備

が入っています。ふたを開けて計測します。 

例えば写真の場所は「緯度 35-21-29.1412」「経度

139-19-16.4443」となり、詳細な地球上の位置を知るこ

とが出来ます。これ以外の指標も測定されています。 

 基準点は土地測量の基礎となり、都市計画、都市基盤整備、

環境管理などに必要な地図作成にも使用されます。 
 

○ ＭＫＨＹ－Ｓ－３００：マンホールの鉄ふたの意味で２０ｔの重量に耐えられます。 

○ ＫＡＮＥＳＯ：会社名 

○ 平塚市：平塚市が設置し、ここは「三級 公共基準点」です。 

 

■ 同じようなポイントを、「寺田縄・飯島線」に二ヶ所見つけました。 

「基準点」の文字 

「平塚市」の文字 
「ＭＫＨＹ－Ｓ－３００」の文字 

市のシンボルマーク 

「ＫＡＮＥＳＯ」の文字 
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■ 国土地理院が設置管理する基準点には、電子基準点、三角点、水準点があります。 

寺田縄には 「水準点」 が三ヶ所設置されています。 

 

● 寺田縄公園（かっぱ公園） 西側門柱奥 

 

 

標 柱 

 ・ 水準点  №１０６ 平塚市 

・ 標高 ８ｍ５０㎝６㎜ 

 ・ 平成２６年１月 

 

根元に四つの石で守られた 

標識があります 

  

＊ 四つの石は、東西南北の方位を

表しているのかな？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

中心のポイントの頂上を基準とし

て水準点の高さ（８ｍ５０㎝６㎜）が

測定されます 

 

標識の刻文字 

 ・ 中央、下部 

   公共、№１０６、平塚市 
 

 ・ 外周 

この測量表を移転き損する 

と測量法により罰せられま 

  す 
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● 神奈川県立平塚養護学校  南側通用門 左側奥 

 

標 柱 

・ 水準点 №１０９平塚市 

・ 標高 １１ｍ５４㎝３㎜ 

・ 平成２４年１月 

 

（２４年度を最後に以後は

省略・・測定されません） 

 

 

 

 

 

 

 

                    

標識の刻文字 

 ・中央、下部 

  公共、№１０９、平塚市 
 

・外周 

  内側 

平塚都市計画下水道水準点 
 

 ・外側 

この測量表を移転き損する 

 と測量法により罰せら 

れます 

 

標高の表示板 

 

    ここの地盤は 

     標 高 

    約１１ｍ 
 
    神奈川県立 

平塚養護学校 
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● 平塚市埋蔵文化財調査事務所  右側門柱奥 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

標 柱  

・ 水準点、 №１０３、平塚市 

・ 標高 １０m２７㎝４㎜ 

・ 平成２６年１月 

 

標識の刻文字 

 ・ 中央、下部 

   公共、№１０３、平塚市 
 

・ 外周、内側 

平塚都市計画下水道水準点 
 

 ・ 外側 

この測量表を移転き損すると 

 測量法により罰せられます 

 

 

 



5 

 

■ 各水準点の測定標高（「平塚市地盤沈下調査精密測量、水準点の記」平塚市・中央測量） 

 

寺田縄公園 （１０６） 

測量年月日（平成） 標 高（ｍ） 変動量（ｍｍ） 

１７．１．１ ８．５５１３ ― ２．８ 

１８．１．１ ８．５５１３ ０．０ 

１９．１．１ ８．５５０３ ― １．０ 

２０．１．１ ８．５４３９ － ６．４ 

２１．１．１ ８．５４２０ － １．９ 

２２．１．１ ８．５４５２ ＋ ３．２ 

２３．１．１ ８．５４０８ － ４．４ 

２４．１．１ ８．５１１７ －２９．１ 

２５．１．１ ８．５０８４ ― ３．３ 

２６．１．１ ８．５６６２ － ２．２ 

 

平塚市埋蔵文化財調査事務所 （１０３）  

測量年月日（平成） 標 高（ｍ） 変動量（ｍｍ） 

２２．１．１ １０．３１９１ － 

２３．１．１ １０．３１２５ － ６．６ 

２４．１．１ １０．２８１４ －３１．１ 

２５．１．１ １０．２７８３ － ３．１ 

２６．１．１ １０．２７４７ － ３．６ 

（注）平成２１年度 平塚市食肉センター跡地より移設 

 

神奈川県立平塚養護学校 （１０９） 

測量年月日（平成） 標 高（ｍ） 変動量（ｍｍ） 

１７．１．１ １１．５９５６ － ６．６ 

１８．１．１ １１．５９３４ － ２．２ 

１９．１．１ １１．５９０５ － ２．９ 

２０．１．１ １１．５８２８ － ７．７ 

２１．１．１ １１．５７８５ － ４．３ 

２２．１．１ １１．５７９９ ＋ １．４ 

２３．１．１ １１．５７３２ － ６．７ 

２４．１．１ １１．５４３１ －３０．１ 

（注）平成２４年度より省略 
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■ 観測井戸 金田小学校敷地の北西、体育館の角付近に観測用の小屋があります。 

   その建物のほぼ中央に「観測井戸」（Ａ）、（Ｂ）があります。 

   市内には松原小学校、レクサス、金田小学校の三ヶ所に設置されています。 

 

 

金田小学校 （１０８）観測井戸（Ａ）： 井戸（Ｂ）の上の方にあります 

測量年月日（平成） 標 高（ｍ） 変動量（ｍｍ） 

１７．１．１ １１．１３０９ － ３．４ 

１８．１．１ １１．１３０１ － ０．８ 

１９．１．１ １１．１３００ － ０．１ 

２０．１．１ １１．１２４６ － ５．５ 

２１．１．１ １１．１２１７ － ２．９ 

２２．１．１ １１．１２５４ ＋ ３．７ 

２３．１．１ １１．１２１５ － ３．９ 

２４．１．１ １１．０９０１ －３１．４ 

２５．１．１ １１．０８６６ － ３．５ 

２６．１．１ １１．０８５１ － １．５ 

 

 

金田小学校 （１０８）観測井戸（Ｂ）： 井戸（Ａ）の下の方にあります 

測量年月日（平成） 標 高（ｍ） 変動量（ｍｍ） 

１７．１．１ １０．７９４３ － ２．５ 

１８．１．１ １０．７９３０ － １．３ 

１９．１．１ １０．７９３１ ＋ ０．１ 

２０．１．１ １０．７８７３ － ５．８ 

２１．１．１ １０・７８５３ － ２．０ 

２２．１．１ １０．７８８７ ＋ ３．４ 

２３．１．１ １０．７８４５ － ４．２ 

２４．１．１ １０．７５４３ －３０．２ 

２５．１．１ １０．７５１１ － ３．２ 

２６．１．１ １０．７４９５ － １．６ 

 

 

 

 



7 

 

□ 水準点、観測井戸による観測値の特徴 

 

〇 観測値のデータから 
 

① 平成２０年の測量値：―５ｍｍ以上の地盤の沈下 

② 平成２２年の測量値：＋３ｍｍ強の地盤の隆起 

③ 平成２４年の測量値：―３０ｍｍ前後と大きな地盤の沈下 

④ 過去１０年間の変動はマイナス（地盤の沈下）傾向を示している 

 

■ このような地盤の変動と地震の発生状況（下表）との関連を考えてみます。 

 

〇 関連の地震発生状況 
 

年 月 日 地 震 の 名 称 Ｍ 最大震度 津 波 

平成１９年 ７月１６日 新潟県中越沖 ６．８ ６ 強 32 ㎝ 

 ２１年１２月１７日 
伊豆半島東方沖 

５．０ 
５ 弱 

 

        １８日 ５．１  

２３年 ３月１１日 東北地方太平洋沖 ９．０ ７ 弱 9.3ｍ以上 

（出典は、「気象庁のＨＰ＞各種データ資料＞日本付近で発生した被害地震」によります） 

 

寺田縄の標高は、概数で見て、平塚養護学校が１１ｍ台、文化財事務所で１０ｍ台、

そして、寺田縄公園は８ｍ台となっています。養護学校と公園との違いは約３ｍとなり

ます。家の一階ほどの高低差にあたるといえます。 

日常生活ではあまり気になりませんが、寺田縄の西の方が高くなっています。水田の

水路の流れや古川の流れは西から東（鈴川・新幹線の方角）へ流れてきます。 
 

寺田縄の地盤は、観測値の変化全般を考えると沈下の傾向にあることが分かります。

数値の変動幅はミリ単位ではありますが、年々沈下（下がる、低くなる）しています。 
 

地盤の変動と地震の発生状況を見てみると、大規模な地震の影響を強く受けていると

考えられます。平成２０年の数値は―５ｍｍ以上の地盤の沈下、２２年は＋３ｍｍ強の

地盤の隆起ですし、著しい変化は平成２４年の―３０ｍｍ前後と大きな地盤の沈下があ

りました。それぞれ、前年の地震が地盤（地殻）の変動をもたらしました。 

２１年の伊豆半島沖の地震（群発地震といわれた）では、震源から北東方向への地殻

変動が寺田縄の地盤の隆起（上がる、高くなる）をもたらしたと思われます。 

２４年の大地震では、日本列島の太平洋側の地殻が東方向（日本海溝）に引き込まれ

たと知らされました。この地殻変動が寺田縄の地盤沈下をもたらしたと思われます。 

 

＜寺田縄の地盤や地殻など地形の特徴について、改めて、まとめ報告いたします＞ 


